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天理教陽平分教会 

出雲市平田町7638 

0853-63-2806 

親が子となり、子が親となり 

仏教では、春分の日と秋分の日を挟んだ前後３日のそれぞれ合計７日間を「彼岸」

と呼び、この期間に仏様の供養をする事で極楽浄土へ行くことが出来ると考えられて

いるそうです。今年の場合、３月２１日が春分の日なので、１８日から２４日までがお彼

岸ということになります。 

さて、天理教では３月と９月、教会ごとに定められた日に御霊
み た ま

祭
さい

を執り行い、教会の

祖霊舎にお祀りしている先人先祖の御霊
み た ま

様
さま

(お寺で言うところの仏様)の御遺徳を偲

び、現在の我々が在るのも先人先祖のお陰とお礼を申し上げます。 

天理教では、人の死を「出直し」といいます。親神様からの「かりもの」である身体を

神様にお返し、それぞれの魂に応じて、また新しい身体を借りてこの世に帰ってくる

「生まれ替わり」のための出発点でもあります。 

前生までの“心の道”であるいんねん
、、、、

を刻んだ魂は、新しい身体を借りて蘇り、今生

の心づかいによる変容を受け、「出直し」「生まれ替わり」を経て、また来生へと生まれ

出ます。 

そうして、親が子となり、子が親となり、親子・夫婦・兄弟などすべての繋がりが、互

いにたすけあい、恩の奉じ合いをしながら、連綿と続く生命のバトンタッチを経て、少し

ずつ、陽気ぐらしへの歩みが進められていくのです。 

せんしょのいんねんよせてしうごふする これハまつだいしかとをさまる 

 （おふでさき１－７４）  

 （前生の因縁寄せて守護する これは末代しかと治まる） 

 ☆☆ 教会から ☆☆ 何かありましたら、すぐに教会までご相談ください。 

◎ 会長 ０９０－３６７１－５４３８ 

○ 一平 ０９０－８０６４－６８８７ 

○ 優美 ０９０－１９１２－５８６０ ※今月号から表裏４ページに増えました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ
修
養
科
（
し
ゅ
う
よ
う
か
） 

 
 

 
 

 
 

 

修
養
科
と
は
、
親
神
様
が
お
鎮
ま
り
く
だ
さ
る
親
里

（
奈
良
県
天
理
市
）
で
三
カ
月
間
、
親
神
様
の
教
え
を

学
び
、
実
践
し
な
が
ら
、
人
間
の
本
当
の
生
き
方
を
学

ぶ
と
こ
ろ
で
す
。 

修
養
科
へ
は
、
満
十
七
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
老
若
男

女
の
別
な
く
、
学
歴
、
経
歴
、
職
業
を
問
わ
ず
、
だ
れ

で
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
健
康
な
人
も
、

身
上
、
事
情
に
悩
ん
で
い
る
人
も
、
互
い
に
た
す
け
合

っ
て
明
る
く
陽
気
に
修
養
に
励
み
、
信
仰
の
喜
び
を
味

わ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
陽
気
ぐ
ら
し
の
世
界
を
建
設
す

る
よ
う
ぼ
く
と
し
て
生
ま
れ
替
わ
り
、
新
し
い
人
生
の

門
出
を
踏
み
出
し
ま
す
。 

お
さ
づ
け
の
理
を
戴
い
て
い
な
い
修
養
科
生
は
、
こ

の
三
カ
月
の
間
に
別
席
を
運
び
、
お
さ
づ
け
の
理
を
拝

戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

な
お
、
修
養
科
を
志

願
す
る
際
に
は
、
事
前

に
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
教

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 
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11 日（日） 陽 平 春季霊祭 

15 日（木） 雲 陽 春季霊祭 

10 日（火） 檜 岡 月次祭 ・ 春季霊祭 

15 日（日） 陽 平 月次祭 

20 日（金） 雲 陽 月次祭 

22 日（日） 青年会 ハートクリーンキャンペーン 

24 日（火） 大教会 月次祭 

26 日（木） おぢば 月次祭 ・ 陽平 遥拝式 

26～27 日 おぢばがえり雲陽団体 

27～29 日 おぢば 春の学生おぢばがえり 

30～31 日 大教会 少年会わかぎの集い 

 

「「春春のの学学生生おおぢぢばばががええりり」」  

～ 参加者募集のお知らせ ～ 

たくさんの学生たちがおぢ

ばに帰り集う春の一大イベ

ント。ＵＳＪにも行きます！ 

日時：３月２７日～２９日 

対象：高校・大学・専門学校生 

（新１年生も含みます） 

教教祖祖 113300 年年祭祭  
特特  別別  巡巡  教教  

～三年千日の年祭活動、仕上げの旬～ 

檜岡分教会 ３月月次祭 

３月１０日 １０時から 

山陰大教会准役員 

森脇
もりわき

 正嗣
まさつぐ

 先生 

（京都府福知山市：河
こう

守
もり

分教会長） 

教祖誕生祭 
山陰 先達の集い 

おぢばがえり 

雲陽団体のご案内 

 日程：4 月 18､19 日 

 団費：12,000 円（予定） 

詳細は、教会まで 

日程  3月 26日～27日 

団費  11,000 円 

詳細・申込は、教会まで。 
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『
稿
本
天
理
教
教
祖
殿
逸
話
篇
』
一
四
七 

 

「
本
当
の
た
す
か
り
」 

大
和
国
倉
橋
村
の
山
本
与
平
妻
い
さ(

註
、
当
時
40

才)

は
、

明
治
15

年
、
ふ
し
ぎ
な
た
す
け
を
頂
い
て
、
足
腰
が
ブ
キ
ブ
キ

と
音
を
立
て
て
立
ち
上
が
り
、
年
来
の
足
の
悩
み
を
す
っ
き
り
御

守
護
頂
い
た
。 

が
、
そ
の
あ
と
手
が
少
し
ふ
る
え
て
、
な
か
な
か
よ
く
な
ら
な

い
。
少
し
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
当
人
は
こ
れ
を
苦
に
し
て
い

た
。
そ
れ
で
、
明
治
十
七
年
夏
、
お
ぢ
ば
へ
帰
り
、
教
祖
に
お
目

に
か
か
っ
て
、
そ
の
ふ
る
え
る
手
を
出
し
て
、 

「
お
息
を
か
け
て
頂
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」 

と
、
願
っ
た
。
す
る
と
、
教
祖
は
、 

「
息
を
か
け
る
は
、
い
と
易
い
事
や
が
、
あ
ん
た
は
、

足
を
救
け
て
頂
い
た
の
や
か
ら
、
手
の
少
し
ふ
る

え
る
ぐ
ら
い
は
、
何
も
差
し
支
え
は
し
な
い
。
す

っ
き
り
救
け
て
も
ら
う
よ
り
は
、
少
し
ぐ
ら
い
残

っ
て
い
る
方
が
、
前
生
の
い
ん
ね
ん

、
、
、
、
も
よ
く
悟
れ

る
し
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
く
て
、
そ
れ
が
本
当

の
た
す
か
り
や
で
。
人
、
皆
、
す
っ
き
り
救
か
る

事
ば
か
り
願
う
が
、
真
実
救
か
る
理
が
大
事
や
で
。

息
を
か
け
る
代
わ
り
に
、
こ
の
本
を
貸
し
て
や
ろ
。

こ
れ
を
写
し
て
も
ろ
て
、
た
え
ず
読
む
の
や
で
。
」 

と
、
お
諭
し
下
さ
れ
て
、
お
ふ
で
さ
き
17

号
全
冊
を
お
貸
し

下
さ
れ
た
。 

こ
の
時
以
来
、
手
の
ふ
る
え
は
、
一
寸
も
苦
に
な
ら
な
い
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
生
家
の
父
に
写
し
て
も
ら
っ
た
お
ふ
で
さ
き

を
、
生
涯
、
い
つ
も
読
ま
せ
て
頂
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
誰
を
見

て
も
、
熱
心
に
に
を
い
を
か
け
さ
せ
て
頂
き
、
89

才
ま
で
長
生

き
さ
せ
て
頂
い
た
。 

お 
 

や 
 

 
 

こ
こ
ろ 
～
逸
話
篇
に
ま
な
ぶ
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３月 ２６日（木）～２７日（金） ３月月次祭・母屋伏せ込みひのきしん 

４月 １８日（土）～１９日（日） 教祖誕生祭・婦人会総会 

 ２５日（土）～２６日（日） ４月月次祭 

５月 ２５日（月）～２６日（火） ５月月次祭 

６月 ２５日（木）～２６日（金） ６月月次祭 

７月 未定 こどもおぢばがえり 

８月 ２５日（火）～２６日（水） ８月月次祭 

９月 ２６日（土） ９月月次祭・天龍講別席団参 

１０月 ２６日（月）～２７日（火） 秋季大祭・母屋伏せ込みひのきしん 

１１月 ２５日（水）～２６日（木） １１月月次祭 

１２月 ２５日（金）～２６日（土） １２月月次祭 

※その他、陽平ミニ団体や家族連れ、友人・知人とのおぢばがえりもご相談下さい。 

足立紀代子さん 

大正５年２月１１日生 

１５日の陽平の月次 

祭にみんなでお祝いさ 

せて頂きました。 

いつまでもお元気でい 

てくださいね。 

 

 

 

雲
陽
分
教
会 

創
立
百
二
十
周
年
記
念
祭 

六
月

二
〇
日

（土）

 


